横断的組織によるトレーサビリティシステム基本構想策定提案書
※青字は、記入上の注意点です。実際の記入時には削除してください。

※必要に応じ、欄を拡張して記入することができます。ただし、提案書全体で５ページ以内としてください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申請団体名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者名 (役職)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (氏名)
１．提案のタイトル

	


２．基本構想の対象

	※作成しようとするトレーサビティシステム基本構想の対象として想定される品目、地域的な広がり、取扱規模、その国内シェア、構想への参加事業者（フードチェーンにおける段階）の種類と概数がわかるように記述してください。


３．基本構想策定申請の背景

	※トレーサビリティの必要性がわかるように記述してください。

※これまで、申請者や、基本構想参加事業者等において、トレーサビリティ導入に関わる取り組みが行われていれば、その経緯を記述してください。


４．基本構想策定に期待される効果

	※今回、トレーサビリティシステム基本構想を策定することにより、来年度以降どのような効果が期待できるか、記述してください。


５．基本構想策定の業務内容

	※システム基本構想を策定する上で必要と考えられる募集要項3(1)に掲げた事項等について、どの業務をどのような手順で進めるか、明らかにしてください。

※3(1)に掲げた事項等のうち、すでに実施済みのことや、委託業務と平行して独自に実施することがあれば明らかにしてください。


６．基本構想策定後の導入の見通し

	※基本構想書を策定したあと、システム開発・導入を進める見通しを示してください。

※平成18年度におけるシステム導入において、国庫補助事業を申請する意向があれば、それについて記述してください。


７．支出と収入

(1) 支出の見通し

	費　目
	金　額
	主な内訳

	会議費
	
	

	人件費
	       
	

	委託費
	
	既に予定している委託先があれば記入してください。

	調査等旅費
	
	

	資料購入費
	
	

	印刷費
	
	

	消耗品費
	
	

	その他
	
	

	合　計
	（※１）
	


(2) 収入の見通し
	種　目
	金　額
	主な内訳

	委託金
	（※２）
	食品需給研究センターからの受託金

	自己負担
	       
	

	その他
	
	他の補助等の見通しがあれば記述してください。

	合　計
	（※３）
	


注）※１と※３の金額が一致するように記入してください。

　　※２の金額が、受託の申請金額になります。
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